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《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○特養ホームの入所待機者の減少を図るため、南千住六丁目の区有地を社会福祉法人に貸し付け、
平成２３年度の開設を目指して区内６施設目となる法人立特養ホームを整備する。また、町屋七丁
目に土地を購入して社会福祉法人に貸し付け、平成２４年度の開設を目指して、７施設目の法人立
特養ホームを整備する。
○高齢者施設の運営実態を勘案し、引き続き、経営支援補助や運営費貸付制度により、施設の安定
的な運営や人材を確保するための支援を行う。また、指定管理者との連携を緊密にし、施設の適正
な運営と利用者サービスの向上を図る。特に、利用しやすいショートステイのあり方等について
は、具体的な方策を検討していく。
○認知症高齢者グループホーム等の地域密着型施設だけでなく、都市型軽費老人ホームや生活支援
付き住宅の設置について、積極的に支援を行っていく。

重点的に推進 重点的に推進

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

特別養護老人ホームの入所待機者解消に向けて、法人立特別養護老
人ホームの整備費補助を行うとともに、高齢者施設の安定的な運営
とサービスの一層の向上を図る。
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指標に関する説明

　介護等の支援を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、また、
施設で適切なサービスを受けられるよう、安定的な運営とサービスの向上を図るとともに、高齢者
施設の整備を進める。
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特別養護老人ホーム入所
定員

施策の成果とする指標名
指標の推移

特別養護老人ホーム入所
希望者数

②のうち要介護4・5で、在宅
及び介護療養型施設入所者数

〇特養ホームの入所待機者数は、２２年５月末現在、６８４人である。そのうち、要介護４・５で
在宅もしくは介護療養型施設に入所している待機者数は１９４人となっており、待機者の解消策の
実施が求められている。
〇区立特養ホーム及び区立在宅高齢者通所サービスセンターは、介護保険制度の改正等に伴い、安
定的運営や人材の確保、サービスの質の向上等が課題となっており、指定管理者と一層連携してい
く必要がある。
〇区立通所サービスセンターは、在宅高齢者を対象に、機能回復訓練や趣味・生きがい活動等の通
所介護サービス及び介護予防サービスを実施しているが、民間事業者が増加する中で、サービスの
質や役割分担のあり方が課題となっている。
○低所得の高齢者が入所できる施設は、区内に少ない現状がある。
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行政評価
事業体系

分野 生涯健康都市［Ⅰ］

政策 高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の形成［０２］

目標値は、２施設の整備計画
に伴うもの。

福祉部福祉推進課
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施策名
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課長名
施策No高齢者施設の整備・運営支援 02-05
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指定管理者との連携をより緊密
にし、施設の適正な運営を継続
するとともに、利用者に対する
サービスの向上を図る。

施設の安定的な運営を図るため
に、支援を行う必要がある。

既定方針により、補助を継続す
る。
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9,341 294
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13,508 2,742
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3,035 86,247

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

重点的
に推進

特養の入所待機者の解消は喫緊
の課題となっており、早急に取
り組むべき事業である。

決算額（千円）
分類についての説明・意見等

特養の入所待機者の解消は喫緊
の課題となっており、早急に取
り組むべき事業である。

法人立特別養護老人ホー
ム誘致事業（町屋七丁
目）

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名

法人立特別養護老人ホー
ム誘致事業（南千住六丁
目）

養護老人ホーム
建設費助成

特養ホームグリーンハイ
ム荒川管理運営費

特養ホームサンハイム荒
川管理運営費

特養ホーム花の木ハイム
荒川管理運営費

地域密着型サービス事業
所の整備補助

町屋ＳＣ
管理運営費

グリーンハイム荒川
ＳＣ管理運営費

西尾久西部ＳＣ
管理運営費

花の木ハイム荒川
ＳＣ管理運営費

西日暮里ＳＣ
管理運営費

区立特養及びＳＣ運営費
貸付金

サンハイム荒川
ＳＣ管理運営費

南千住中部ＳＣ
管理運営費

区立特別養護老人ホーム
経営支援補助

特養は、介護報酬や従事職員の
処遇など課題が多く、区立特養
の安定的な運営のために、積極
的に支援していく必要がある。

既定方針により、補助を継続す
る。

1,366

継続推進
指定管理者との連携をより緊密
にし、施設の適正な運営を継続
するとともに、入所者に対する
サービスの向上を図る。
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06-01-35

荒川東部ＳＣ
管理運営費

17,520

1,165

東日暮里ＳＣ
管理運営費

06-01-38

731

地域密着型サービス拠点の整備
を積極的に進める必要がある。
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06-01-37 112,180


